
       

 

 

 

 

 

１～６  中央社保協第９回運営委員会報告 

７～８  介護をよくする東京の会第５回事務局会議報告 

９～14  生存権裁判を支える東京連絡会第 11 回総会議案 

15    臨海部見学ツアーチラシ 

16～18  立川市生活保護廃止自殺事件調査団と立川市の懇談資料 

19～20  愛知県大府市・田原市の子ども国保税軽減策 

21～22  2018 年度と 2017 年度の国保料(税)比較表 

23～25  自治体別子ども国保料(税)と減免に必要な金額一覧 

26～31  中央社保学校案内 

32    滞納処分対策全国会議さいたまシンポジウムチラシ 

33    東京都特定整備路線連絡会の署名 



1 

 

２０１７年度中央社保協第９回運営委員会報告  

 

  日時 2018年6月6日（水）13時30分～17時 

               会場 日本医療労働会館会議室 

Ⅰ、山口事務局長からこの間の取り組みの報告を受け確認した。 

５月 ９日（水）  第８回運営委員会 

        国会行動 

１０日（木）  いのち守る国民集会実行委員会準備会 

        自由法曹団懇談会 

        九州ブロック会議 

１１日（金）  介護・障害者部会 

１４日（月）  介護宣伝行動・「４」の日宣伝行動～ニュース参照 

１７日（木）  署名提出国会行動・院内集会～ニュース参照 

        「社会保障・社会福祉は国の責任で！」懇談会 

１９日（土）  高齢期運動連絡会総会 

        １０・１９総がかり行動国会前集会 

        雇用共同アクション国会前集会 

        全国保育団体連絡会４０周年レセプション 

２２日（火）  消費税廃止各界連絡会宣伝行動 

２３日（水）  定例国会行動 

        全労連社保闘争本部 

２４日（木）  滞納処分全国会議事務局会議 

        介護集会実行委員会 

２５日（金）  １７年度決算作業 

        いのちのとりで裁判全国アクション宣伝行動（高田馬場） 

２７日（日）  １７年度決算作業 

２８日（月）  「社会保障・社会福祉は国の責任で！」共同行動事務局 

会議 

        １８年度第２回組織財政検討委員会～報告参照 

３０日（水）  第１０回代表委員会 

 ３１日（木）  会計監査 

           香川県社保協総会 

           東海ブロック会議 

           いのち守る国民集会実行委員会 

 ６月 １日（金）  全生連・辻さんを偲ぶ会 

    ５日（火）  オスプレイ横田基地配備反対集会 

    ６日（水）  第９回運営委員会 

           国会行動 
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Ⅱ、情勢の特徴について報告を受け討議で深めた。 

モリカケ疑惑等国会は新たな文書も出てきて混迷の度合いをますます深め、働

き方改悪法案、カジノ法案、ＴＰＰ法案等をめぐり、会期末（６月２０日）に向

け会期延長が、小幅か、２０日間（７月１０日会期末）の延長か、取りざたされ

ています。 

6 月 1 日、参議院本会議で、生活保護法の改悪を含めた「生活困窮者自立支援

法等に関する一括改正法案」を、多くの反対意見を無視し生活保護利用者の実態

を十分に審議することなく「採決」を強行。～全生連「抗議文」参照 

働き方改悪法案は、参議院で趣旨説明後、６月７日委員会へ１２日参考人質疑、

１３日公聴会（於：川越市）で強行か？ 

患者負担増をはじめとする「経済・財政再生計画」をめぐる動き～保団連資料

等参照 

 

Ⅲ、以下の課題についての提案を受け、協議し確認した。 

（１）「社会保障制度の拡充を求める請願」署名推進について 

 １）署名目標 社会保障拡充署名(２５条署名)「１００万筆早期突破」 

 ～報告、ニュース参照 

 ２）当面の宣伝行動 

 ①「４」の日宣伝行動～相談活動も実施 

   ６月１４日（木） １２時～１３時 巣鴨駅前 

   ７月１４日（土） １１時～１３時 巣鴨地蔵通り商店街入口 

（ロングラン宣伝予定） 

※以下、毎月１４日に計画 

 ②消費税廃止各界連の消費税廃止２４日宣伝行動。 

  奇数月（3・5・7・9・11）を基本に社保協・消費税廃止各界連との合同宣伝 

   ６月２２日（金）もしくは２６日（月） 

 ③「宣伝行動ゾーン（１３－１５日、２３－２５日）」の徹底 

 ④２５日行動（いのちのとりで全国アクション）への結集 

  毎月２５日を基本に、「２５日行動」を実施する。 

   ６月の行動日、場所は調整中 

（２）当面する国会行動 

１）三者（社保協、国民大運動、安保破棄中央実行委）国会行動  

   国会延長の場合、総がかり行動の国会行動に結集し、２０日間位の延 

長の場合（７月１０日会期末）は、６月２０日もしくは２７日に国会前 

集会を実施予定。 

２）総がかり行動・憲法共同センターの国会行動 

①「9条改憲 NO！政治の腐敗と人権侵害を許さない！安倍政権の即時退陣 

を要求する６・10 国会前行動」⇒最大限の結集を！ 

    日時 2018 年 6 月 10 日(日) 14:00～15:30 

     場所 国会正門前を中心に ※憲法共同センターは、南庭に集合 
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   ②森友・加計学園疑惑徹底追及！安倍内閣は総辞職を！国会前連続行動 

    日時 6 月 7 日(木)、6 月 14 日(木)、6 月 19 日(火) 18:30～19:30 

     場所 国会議員会館前 

  ３）「年金過少支給の真相究明を ６・１４緊急院内集会」～チラシ参照 

    日時 ６月１４日（木）１４時～ 

    場所 参議院議員会館講堂 

     ※年金者組合、全厚生等から参加要請有り 

※マスコミ・新聞報道「障害基礎年金の受給者約１０００人余り 

支給打ち切りか・・・」について事実関係を確認する緊急申し 

入れ～全厚生資料参照 

（３）生活保護～いのちのとりでアクションの取り組み 

   ①「生活困窮者自立支援法等に関する一括改正法案」採決強行～情勢参照 

②緊急院内集会「生活保護基準の設定は如何にあるべきか」 

    ６月７日（木）16:30～19:00 衆議院第一議員会館大会議室 

   ③裁判原告交流集会 

    ６月３０日（土）１４時～７月１日（日）１２時  熱海金城館 

    参加費 １８０００円（一泊二食 懇親会費用含む） 

（４）今秋に向けての「２５条行動（仮）」の計画について 

「社会保障・社会福祉は国の責任で！」学習・懇談会 

同事務局会議（５月２８日） 

第１回実行委員会 6月 13 日（水）14 時～16 時 於：衆議院第２・第２会 

議室 ～懇談会議題、総会議案参照 

（５）国民健康保険料調査について⇒６月末までに集約 ※計算シート参照 

   政令指定都市（２０市）、中核都市（５４市）、県庁所在地の保険料を中央 

社保協で集約し、比較表を作成します。 

 

 ※計算方式には 3つあります。 

①3方式・・・・所得割+均等割+平等割 

②2方式・・・・所得割+均等割 

③4方式・・・・資産割+所得割+均等割+平等割 

都市部は① 

郡部は③です。 

②は少ないと思いますが、埼玉県は確か全て②にしているかと思います。 

 

使い方は、まず、使う基本形をコピーし、自治体名をいれ、料率と金額だ 

け入れてください。あとは自動計算します。 

例として大阪府内の政令市の大阪市、中核市の東大阪市、堺市は 2018 年度 

国保料が決定 しているのでいれています。いずれも①の 3方式です。③の 

資産割は、固定資産税×料率。一律にするために固定資産税 50000 円でいれ 

ています。 
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（６）全国総会及び６０周年企画について 

①２０１８年度全国総会～連絡文書参照 

ア、議案討議 

第 9回代表委員会（４月末） 素案討議 

第８回運営委員会（５月９日）第１次案（素案修正）討議 

第１０回代表委員会（５月２８日）第２次案討議 

第９回運営委員会（６月６日）第３次案（第２次案修正）討議 

第１１回代表委員会（６月末）最終案討議 

 ※総会前の運営委員会の開催については検討 

 ※議案討議の各ブロック会議日程調整 

   ５月１０日 九州ブロック    

５月３１日 東海ブロック    

６月１１日 近畿ブロック 

６月１５日 北海道・東北ブロック会議 

６月１８日 中国ブロック 

６月１９日 四国ブロック 

６月２１日 北陸信越ブロック 

イ、決算報告 

ウ、１８年度予算案 

エ、役員体制⇒役員選出を現行の役員団体、社保協に要請 

       全ブロックからの運営委員選出 

       事務局次長（専従・全日本民医連） 前澤氏⇒是枝氏 

       会計監査 遠山氏（静岡社保協）⇒高田氏（岐阜社保協） 

オ、内容・スケジュール案 

       議長（沢野）（阿部）  

１０時３０分 開会あいさつ（住江）  

学習講演「社会保障予算の確保と税制改革（仮）」 

浦野広明税理士（５０分講演 １０分質疑） 

     １１時３０分 ２０１８年度運動方針（案）提案（山口） 

   １２時１０分 ２０１７年度決算報告（寺川） 

会計監査報告（遠山～静岡県社保協） 

２０１８年度予算（案）提案（寺川） 

１２時３０分 昼食休憩（各自） 

１３時２０分 質疑・討論（１５０分～６分×２５人 休憩１０分） 

１６時００分 討論のまとめ（山口） 

      １０分 議案承認 

           ２０１８年度役員承認・紹介（名嘉） 

           新・旧役員代表あいさつ  

           総会アピール提案（山本） 

      ２５分  閉会あいさつ（    ）⇒代表委員 
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      ３０分  終了・解散 

       ※交流会（新旧役員懇親会）を計画～会費制、２時間 

②６０周年記念行事を全国総会等の全国会議、集会の開催と同時に計画します。 

 2019 年 2 月の全国代表者会議（案・2019 年 2 月 6 日）の日程で検討する 

③社会保障誌の６０周年特集号を発行 

２０１９新春号（２０１９年１月１０日発行予定）で予定。 

    

（７）その他 

  ①第４６回中央社保学校～チラシ、宿泊、フィールドワーク案内完成 

８日に地元滋賀県の主な団体を要請 

 ２日目の地元シンポジウム企画の検討 

②滞納処分対策全国会議「さいたまシンポジウム」～チラシ参照 

 昨年の前橋シンポジウムに続いて、今年はさいたま市で計画されます。 

 さいたま市の滞納・差押の状況把握と意見交換、自治体への申し入れを計 

画。埼玉社保協は、すでに埼玉の反貧困ネットワークとの連携し参加を表 

明しています。さいたま市社保協の荒川会長が事例報告を行います。 

 ・日時 ７月８日（日） １３時半～１７時 

       ９日（月） 午前中にさいたま市申し入れ 

・場所 埼玉共済会館 

 ・内容 埼玉から現地報告（小林弁護士） 

     被害実態報告（荒川さいたま市社保協会長・浦和民商） 

     滞納処分の基礎知識（角谷税理士） 

     特別報告「前橋地裁判決を踏まえた被害救済の実務」 

（吉野弁護士） 

     質疑応答、会場発言 

Ⅳ.各県・団体報告（略） 

 

Ⅵ、以下の当面の主な日程を確認し、参加をよびかけた。 

   ６月 ７日（木） 保団連・マスコミ懇談会 

            いのとりアクション「生活保護緊急院内集会」 

      ８日（金） 第４６回中央社保学校現地（滋賀県）への要請行動 

     １１日（月） 近畿ブロック会議 

            高齢期運動連絡会との懇談 

     １３日（水） １０・２５行動（仮）実行委員会 

     １４日（木） 社会保障拡充・「４」の日宣伝行動 

            年金院内集会 

     １５日（金） 社会保障誌編集委員会 

            東退連 春の学習会 

            北海道・東北ブロック会議 

     １８日（月） 中国ブロック会議 
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     １９日（火） 四国ブロック会議 

     ２０日（水） 地域医療運動全国交流集会 

     ２２日（金） 北信越ブロック会議 

     ２３日（土） 神奈川県社保協総会 

     ２６日（火） いのち守る国民集会実行委員会 

     ２９日（水） 第１１回代表委員会 

   ７月 ４日（水） 第６２回中央社保協総会 

 

最後に 2018 年度運営委員会開催日程（案）：第１水曜日基本を確認した。   

第１回 ８月 １日（水）１３時～ 日本医療労働会館会議室予定 

第２回 ９月１２日（水）※以下、時間、場所は同じで予定 

     ※中央社保学校開催のため第２水曜日に予定 

第３回 10 月 ３日 

第４回 11 月 ７日 

第５回 12 月 ５日 

第６回 １月 ９日 

     ※１月は年始のため第２水曜に開催 

     ※２月は全国代表者会議を予定 

第７回 ３月 ６日 

第８回 ４月 ３日 

第９回 ５月 ８日 

     ※５月は、大型連休のため第２水曜日に開催 

第１０回 ６月５日 

     ※７月は全国総会を予定  
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「介護をよくする東京の会」第 9 期 第５回事務局会議報告 

日時：2018 年 6 月 22 日（金）14：0０～ 会場：東京自治労連会議室 

出席：久保（地評）、中村（医労連）、及川（民医連）、相川（社保協）、森永（全国ヘルパー） 

西銘（医労連）横田（福保労）、岡村（年金者組合）、杉山（東京自治労連）下線欠席 

＜報告事項＞ 

1、第 4 回事務局会議報告を確認した。 

2、情勢報告 

 ＊福祉用具レンタル価格上限設定 7 月から実施 

 ＊豊島区選択的介護モデル事業実施要綱資料報告 

３、各団体等の報告 

・民医連の第７期介護保険事業計画の対応方針を文書で確認した。 

・世田谷区の第７期介護保険事業計画の報告資料を確認した。 

４、協議事項 

1）7 月 29 日の「介護学習会」の内容について検討を行った。なお、指定発言は山岸市議

と民医連からの報告とし、あとはフロアー発言を組織していくことにした。 

2）引き続き、地域の総合事業などの状況をつかんでいくことを確認した。 

3）今後の日程を確認した。 

7 月 14 日（土） 巣鴨地蔵通り入口 11 時～13 時 

 11 月 18 日（日） 介護全国集会 10 時半～ 明治大学リバティータワー 

           講演、林泰則（全民本民医連・事務局次長） 

              横山壽一（仏教大学教授） 

            

次回日程：7 月 13 日（金）10：3０～ 東京労働会館 4 階・自治労連会議室 
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１、はじめに 

国民生活破壊の安倍暴走政治は、ますます悪政を加速させています。安倍首相は、「働

き方改革」「全世代型社会保障改革」など聞こえのいいスローガンを連発しながら、大企

業への減税や規制緩和をすすめ、大企業の内部留保は400兆円を超え、さらに、大企業の

儲けを上積みするための残業代ゼロや長時間労働を強要しています。 

その政治姿勢は、2018年度予算にも大きく反映され、政権発足以来６年連続で「軍事

費」が増額される一方、社会保障費の自然増抑制策が国民の生活実態を顧みずに強行して

います。 

森友、加計、自衛隊イラク派遣日報問題やセクハラ問題も含む疑惑と不祥事にまみれな

がら、その疑惑に応える説明責任も果たすことなく、法案を強行し、９条改憲に執念を見

せています。国会審議の軽視は国民を軽視していることです。 

内閣の暴走に対して国会内では、野党共闘がすすみ、復興加速四法案、原発ゼロ法案、

子どもの生活底上げ法案など政策課題でも発展しています。 

政治を変え、要求を実現するうえで、これまで以上に市民と野党の共闘の発展が求めら

れる時です。怒りを組織して、今こそ安倍政権を倒すときです。来年は、統一地方選挙と

参議院選挙があり、ここで自公とその補完勢力を少数に追い込むことで、さらに大きな展

望が見えてきます。広がる市民運動に共同し、地域からの要求をくみ上げ、社会保障拡充

を求める運動を発展させましょう。 

 

２、情勢の特徴 

（１）安倍暴走政権による社会保障解体攻撃 

安倍「憲法改悪」のねらいは９条改憲に焦点を当てていますが、同時に25条に連動して

いることをしっかりと押さえていくことが重要です。軍事費の予算確保のために、予算額

の大きい社会保障が狙われているのです。 

25条は、第一項で「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有す

る」と明記し、第二項では、「国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及

び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならない」としています。国民が人間らしく生

きていく権利（生存権）を守り、発展させていく責任が「国」（政府・自治体）にあると

いうことです。 

その社会保障の基本理念を「解体」し、事実上の「25条」の改憲が加速しています。安

倍政権は、2012年に「社会保障制度改革推進法」、2013年に「社会保障制度改革プログラ

ム法」を成立させ、社会保障制度の基本的な考え方を第１に「自助・共助及び公助が最も
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適切に組みあわされるよう留意しつつ、国民が自立した生活を営むことができるよう、家

族相互及び国民相互の助け合いの仕組みを通じて、その実現を支援していくこと」を強

調、助け合いの思想で社会保障を組み立て直すとし、第２に「給付の重点化と効率化で負

担の増大を抑制し、持続可能なものとする」、第３に国民の負担（保険料）の適正化」、第

４に「主要な財源には消費税を充てる」としました。 

それにより、消費税増税を伴う社会保障予算削減の制度改悪が強行されてきたのであ

り、明白な「憲法違反」、25条の理念をなくしてしまうものです。 

医療・介護、生活保護などの社会保障予算は、今回も「自然増」分（概算要求時に6300

億円）の内1300億円が削減されました。安倍政権の６年間で「自然増」分の削減額は累計

で1兆6000億円にも達します。とりわけ、2018年10月から３年かけて160億円削減しようと

しています。母子加算や０～２歳児の児童養育加算削減など、さらなる削減を打ち出して

います。 

また総選挙で公約とした「幼児教育・保育無償化」「大学学費の負担軽減」などは、消

費税増税を予定する2019年度以降に先送りし、文教予算を４年連続でマイナスとしていま

す。「子育て応援」のうたい文句とは逆さまに、教育と子育てに冷たく、「貧困の連鎖」を

助長させる予算といえるものです。 

その上、中小企業対策費や農林水産予算、地方交付税なども軒並み削減されており、

「地方創生」どころか地域経済の疲弊を加速させるものとなっています。 

（２）権利としての生活保護を侵害 

生活保護法改悪を含む「生活困窮者等の自立を促進するための生活困窮者自立支援法等

の一部を改正する法律案」が６月１日、参院本会議で可決・成立しました。この改定案に

は生活保護利用者の人権を侵害する規定が入っていると日本共産党、希望の会（自由・社

民）、沖縄の風も反対しました。 

具体的には、①生活保護利用者のみに後発医薬品使用を原則化する、②『払いすぎた』

生活保護費の返還について、不正受給と同等の徴収規定を設けた、③無料低額宿泊所を生

活保護の恒久的な受け皿に変更することの３点で人権を侵害しています。 

（３）生活保護捕捉率 

生活保護基準以下の所得（収入から税、社会保険料などを差し引いたもの）で暮らす世

帯が2016年は705万世帯あり、そのうち実際に生活保護を利用していた世帯は22.9％（161

万世帯）しかいないことを厚生労働省が公表（推計値）しました。同推計の公表は2010年

以来で安倍政権では初めて、５月29日の参院厚生労働委員会に提出されました。格差と貧

困が広がるもと、国民の暮らしを守る最後のセーフティーネットの周知徹底と利用しやす

くするための制度改善が大きな課題であることを改めて裏付けました。 

推計は、2016年の国民生活基礎調査のデータをもとに行われたもので、2007年の同調査

を利用した前回（2010年公表）との比較では、利用率は上昇していますが、2013年からの

基準引き下げによって、2013年7月以前であれば基準以下の所得の世帯が基準を超える世

帯になって生活保護利用対象から外れたにもかかわらず、保護世帯が増加しているのは急

速に低所得世帯が増加している事を示しています。 
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（４）「骨太方針2018」を閣議決定 

安倍内閣は、6月15日に「来年度予算編成に向けて「経済財政運営と改革の基本方針」

（骨太の方針）を閣議決定しました。 

来年10月からの消費税率の１０％への引き上げを明記するとともに、「財政健全化」を

口実に社会保障費の大幅カット方針の続行・強化を盛り込むなど、暮らし直撃の重大な内

容です。 

政権復帰後６度目の「骨太の方針」は2019年10月から消費税率アップを実行する姿勢を

鮮明にしました。2014年４月の消費税率８％への引き上げで国民に負担を強い、消費を冷

え込ませ、経済を深刻に落ち込ませていることに対する反省が全くありません。 

「財政健全化」には社会保障費の増加が「足かせ」になると決めつけ、大幅に削り込む

方針を改めて打ち出しました。とくに「団塊の世代」が75歳になり始める2022年までに社

会保障費増を抑える仕組みをつくるため2019～2021年度を「基盤強化期間」と位置付けた

ことは重大です。同期間に社会保障費の伸びを「高齢化」分しか認めないとタガをはめま

した。この間強行してきた「社会保障費の自然増分」を一律削減する路線の堅持・強化を

表明したことに他なりません。 

「骨太の方針」には、安全・安心の社会保障の解体ともいえる制度改悪の方向性が列挙

されています。75歳以上の医療費窓口の本人負担の引き上げ、介護のケアプラン作成の有

料化、介護の軽度者への生活支援サービスの切り捨てなどを容赦なく実行する構えです。 

「骨太の方針」の「防衛力を大幅に強化」との記述は、社会保障への冷たさと比べ、あ

まりに対照的です。「骨太」と同時決定された「未来投資戦略」は大企業優遇策が山盛り

になっています。政治の姿勢が根本的に間違っています。 

 

２、第10回総会以降の主なとりくみの経過 

（１）東京連絡会幹事会の開催 

東京連絡会幹事会は、2017年1月24日、４月４日、６月９日、2018年１月30日、３月６

日、４月24日、６月８日の７回行いました。会議では、団体・地域支える会の報告、弁護

団から新たな裁判の状況、いのちの砦全国アクションの動きなどの情報交換を中心にすす

めてきました。 

（２）第10回総会以降、生存権裁判終結までの取り組み 

2005年から2016年まで、12年間たたかわれた生存権裁判は2016年11月１日の兵庫生存権

裁判に対する最高裁の不当決定によって裁判としては終結しました。東京連絡会は、全国

連絡会とともに取り組みに参加しました。 

2016年 

10月22日(土)13：30～ 生存権裁判を支える東京連絡会第10回総会 

11月１日(火)     兵庫生存権裁判最高裁不当決定 

11月７日(月)10：00～ 最高裁西門前抗議行動 
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11月29日(火)10：00～ 生存権裁判を支援する全国連絡会事務局会議  

12月７日(水)10：00～ 生存権裁判を支援する全国連絡会代表委員会 

2017年 

１月18日(水)15：00～ 生存権裁判を支援する全国連絡会事務局会議 

１月24日(火)13：30～ 生存権裁判を支える東京連絡会第１回幹事会 

２月13日(月)14：00～ 生存権裁判を支援する全国連絡会代表委員会 

２月27日(月)17：00～ 生存権裁判総括のための打合せ 

４月20日(木)16：30～ 生存権裁判を支援する全国連絡会代表委員会 

５月12日(金)15：00～ 生存権裁判を支援する全国連絡会事務局会議 

５月20日(土)13：30～ 生存権裁判を支援する全国連絡会第11回総会 

７月27日(木)10：30～ 生存権裁判を支援する全国連絡会代表委員会（最後） 

（３）生存権裁判を支える東京連絡会の運動総括 

１）東京連絡会結成からの経過  

生存権裁判を支える東京連絡会は、2007年2月17日に結成総会を行い、13都団体（民放

労連、東京社保協、東京民医連、全国一般労組東京、全印総連東京、都教組、東京土建、

東商連、都庁職衛生局支部、東京地評、東京自治労連、年金者組合都本部、都生連・順不

同）は東京地評加盟労組と東京社保協加盟団体です。地域の支える会（連絡会）生活と健

康守る会は17地域（足立、荒川、大田、品川、板橋、江東、墨田、杉並、台東、豊島、新

宿、渋谷、葛飾、町田、調布、青梅、府中・順不同）が参加しています。支える会のでき

なかった地域も守る会の単組が財政支援を続けました。 

東京裁判は、13人（1人原告取消）が2007年2月に提訴、2008年６月に東京地裁の棄却判

決が出され、提訴から5年後の2012年2月に最高裁で不当判決が出されました。（裁判の詳

細は、都生連「生きること、たたかうこと」、東京弁護団の総括を参照してください） 

裁判所に向けた署名は、地裁から最高裁まで累計で409,423筆（個人407,857筆、団体

1,566筆）を集約しました。集会や宣伝・署名行動を行う際、元原告が先頭に立って参加

し訴えました。また、地裁から最高裁まで、弁護団が提出した訴状や準備書面等の書面を

すべて冊子として作成・普及し、原告側主張の正しさと国側主張の不当性を広めたことも

大きな特徴です。 

2016年２月から保護基準引き下げに対する不服審査請求の取り組みに合わせて、新たな

裁判を視野に入れて連絡会・都生連・弁護団で「新裁判準備会」を持ち、原告の組織化を

すすめました。 

２）生存権裁判を支援する全国連絡会との共同の取り組み 

東京の裁判は進行が早く、全国で最初の最高裁不当判決が出され裁判としては終結しま

したが、支援運動は力強く継続しながらたたかっています。新潟生存権裁判の控訴審は東

京高裁だったので、高裁への要請行動や裁判傍聴には新潟の傍聴・要請団とともに共闘し

ました。 

また、各地の生存権裁判が最高裁に係属し東京での要請行動等を行う場合での共同や44

回行われた25日を中心とする全国連の署名・宣伝行動の中心となるなど奮闘しました。 
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３、今後の運動の柱と当面の取り組み 

（１）新生存権裁判東京への支援 

１）提訴日行動の報告  

５月14日(月)、39人の原告が東京地裁

に提訴し、「新生存権裁判東京」がスター

トしました。この新生存権裁判東京は、

2013年8月から2015年４月の1年８か月間

で、平均6.5％、最大10％の生活保護基準

引き下げを、憲法違反として不服審査請

求を経て提訴した原告と本来2013年年７

月以前の保護費が支給されるはずだった

ものが減額されたことによって損害を被

ったことに対する国家賠償を求める原告

になります。 

また、生活と健康を守る会会員だけでなく、地域の「支える会」に参加している方も原

告として参加しています。 

「新生存権裁判東京」の提訴で、全国29都道府県で行われている裁判の原告は1,000人

を超え、歴史的なたたかいの幕が切って落とされました。 

提訴日行動は、14日12時30分に東京地裁前に原告、弁護士、支援団体が50人を超えて参

加し、田所弁護士（弁護団事務局長）の経過報告、京都の吉田弁護士による連帯あいさ

つ、原告団の紹介と決意、支援組織からの連帯あいさつ、入廷行進を行った後、1時30分

司法記者クラブで弁護団とともに原告の八木明さん（91歳・調布市）、吉田喜美さん（89

歳・墨田区）が記者会見に出席しました。八木さん・吉田さんは老齢加算取消訴訟「生存

権裁判」の元原告、生存権を脅かす、国と自治体の横暴を許せないと今回も真っ先に原告

になることを決意しました。２時30分から国会内で報告集会は90人を超える参加者で開催

しました。６月末を目途に第２次提訴を準備します。 

２）当面の取り組み 

①第２次提訴を６月末に予定しています。 

②第１回口頭弁論前にマスコミ懇談を計画します。 

③署名などの宣伝物を作成し、地域での宣伝行動を行います。 

④原告団交流会を計画します。 

⑤その他、裁判勝利に向けた取り組みをすすめます。 

（２）いのちの砦裁判全国アクションとの連携 

現在全国で行われている基準引き下げに対する違憲訴訟を支援するための全国組織「い

のちの砦裁判全国アクション」が結成され、25日行動や全国の裁判の交流、院内集会など

が取り組まれています。 

東京連絡会としては、「いのちの砦裁判全国アクション」が提起する、宣伝行動や要請

行動に積極的に参加します。 
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（３）立川保護廃止自殺事件調査団に引き続き、参加します 

引き続き調査団に参加して、事実関係を解明します。 

（４）東京連絡会の体制強化 

① 幹事の体制を強化するため、新たな幹事を補充します。 

② 原告団、弁護団との連携を強化します。 

③ 加盟団体を増やすため、東京地評加盟労組や東京社保協加盟団体などへの働きかけ

を強めます。 

④ 適宜幹事会を開催します。 

⑤ 財政強化のため、協賛団体を募ります。 

 

４、幹事会役員体制の提案 

※役員の確定していない団体・地域については総会後に補充をお願いします。 

代表委員  都生連・水上昭三、東京地評・佐藤直哉、東京社保協・須田昭夫、 

東京自治労連・椎橋みさ子、年金者組合都本部・芝宮忠美 

事務局長  東京社保協・寺川慎二 

事務局   東京地評・阿久津光、東京自治労連・杉山美恵子、 

東京民医連・杉田大樹、都生連・篠崎勝幸 

幹 事   年金者組合都本部・（   ）、東京地評・菊池友里、東京土建・木村潮人 

地域幹事  足立・阿久津豊、品川・井上勝代、板橋・嶋邨
しまむら

繁信、新宿・石黒之俐子 

杉並・井上保、墨田・渡辺良、大田・（   ）、 渋谷・（   ）、 

豊島・（    ）、台東・（    ）、北区・山本泉、 

荒川・（    ）葛飾・（   ）、江東・（    ）、調布・飯野久子 

西多摩・（   ）、町田・亀山茂雄、府中・蛭田雄三、立川・早川輝 

  ※幹事会には原告の皆さん、弁護士が参加されています。 

会計監査  東商連・水口彰 

 

５、会計報告・会計監査報告 

別紙 
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問題の臨海部開発を検証する      2018 年 第 15 回 

進む2020オリンピック施設建設、不安抱えて豊洲
新市場オープン？ 無駄な大規模開発はないか・・・  

臨海部見学 
 バスツアー 
 いま東京臨海部は、晴海選手村など２０２０オリンピック競技会場整備や豊

洲新市場問題を巡って世論の関心を集めています。しかしオリ・パラ開催まで

あと２年、新市場開業まで３ヶ月に迫った今も問題は山積しています。またこ

れらの問題に目を奪われがちですが、不要・不急の大型クルーズ客船バースや

大規模コンテナふ頭、臨海道路南北線などの建設計画も推進されています。 

 そこで臨海地域をつぶさに見学し、何が問題なのかを一緒に考えて頂くため

に、下記の通り開発現地見学バスツアーを企画しました。是非ご参加ください。 
 
 
◆日  時 ７月２９日（日） ※雨天決行 

      午前９時受付開始 同９時３０分出発 

        午後４時半ごろ解散予定 

◆集合場所 東京メトロ有楽町線「豊洲駅」７番出口地上 
      （目印は青い「臨海都民連」の幟旗） 

◆参 加 費 ２，５００円（バス代、資料代） 
      （昼食は各自負担、お台場の飲食店で） 
◆募集人員 先着４５名様 
◆主な見学場所（予定）⇒晴海オリンピック選手村建設現場⇒豊洲新市場⇒

お台場トライアスロン会場⇒青海大型クルーズ客船ふ頭建設現場⇒海の森カヌー競技

場⇒中防外大規模コンテナふ頭⇒東京港ゲートブリッジ⇒夢の島公園アーチェリー競

技場等⇒辰巳水泳競技場(アクアティクスセンター)⇒豊洲駅 

◆申し込み 市川隆夫 (携)090-1853-5505（臨海都民連） 

       萩原純一 (携)080-6670-3336 (オリ・パラ都民の会) 

 主催：臨海部開発問題を考える都民連絡会 

    2020 オリンピック・パラリンピックを考える都民の会 
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申入書

２０１８年６月１４日

立川市福祉事務所長 吉野 晴彦 様

立川市生活保護廃止自殺事件調査団

共同代表 宇都宮 健 児

同 後 藤 道 夫

前略

２０１５年１２月に立川市内で生活保護を受けていた方が、就労指導違反を理

由とした保護停止、廃止処分を受け、直後に自殺される事件がおきた件で、本年

１月１６日には私たち調査団と担当部署職員の方々との丁寧な意見交換の機会を

持っていただいたことはありがたく思っております。

この度は、下記２点を要請したく、本書面を差し上げます。

また最後に記載したとおり、この要請に関して懇談の機会を設けていただきた

く、お願い申し上げます。

記

１ 軽度障がい者の支援のあり方に関する研修会

その節、要請書を提出しましたが要請書の項目の中に、1) 職員研修の実施
と、2 ) 人員体制の充実について、をお願いしました。
懇談の場でも指摘させていただきましたが、自殺された方が何らかの軽度

の障がいを抱えていた可能性があるのではないかと認識しており、他者から

は見えにく障がいを抱えた方への支援のあり方が問われているように思いま

す。私たち調査団の中でも生活保護利用者の相談を受ける中で、大変厳しい

課題の中で生活せざるを得ない人々に出会っています。そのたびに新たな知

見を得、解決に向けての新たな方法を得ることができることもあります。こ

うした体験や知見を私たちの共有物としていくことが大切なのではないかと

感じています。とりわけ、外見からは障害がみえにくい軽度の障がい（知的

障害、発達障害、精神障害）をかかえる方の困難を理解することは、特に重

要だと感じています。

そこで、当事者に寄り添った支援をする立場から、軽度の障がいをかかえ

ながら貧困状態にある方への支援のあり方について、路上生活者の支援や、

日本で初めて路上生活者の精神疾患有病率を調査した森川すいめい医師を講

師に招き、生活福祉課のケースワーカーと係長・課長の皆様にご参加いただ

き、また可能であれば私たちも参加させていただける研修会を開催すること

を要請いたします。森川医師には講師となることを既にご快諾いただいてお

り、同医師も直面してきた困難事例の紹介などを通じた講義をご準備いただ

いております（所要２時間程度です。）。

このような課題への対応のあり方を、立川市の生活福祉課の皆様と、私た

ち民間の支援団体とで共有し、相互の研修としていくことで、双方がよりき
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め細やかな支援と福祉行政が行えるのではないかと考えます。

二度と同様の事件が繰り返されることのないようにするためにも、研修開

催を実現していただけるよう要請いたします。

２ 生活保護停止・廃止処分の際の文書交付について

就労指導に対する違反を福祉事務所が認めたとしても、生活保護利用者に

とって要保護状態にあることに変わりはありません。就労指導違反を理由と

する生活保護の停止・廃止処分が、保護利用者にとってその生存すら危ぶま

れる危機的状況に直面させる結果になることは、否定できません。

このため、私たちとしては、先般の懇談でも申し上げたとおり、就労指導

違反のみを理由とする生活保護費停止・廃止処分を行わないことを要請する

ものです（要請書 1(2)②）。
しかしながら、本年１月に実施した貴所との懇談会において、貴所は、就

労指導違反を理由とする生活保護停止・廃止処分を一律に行わない運用を確

立することは困難である旨返答されました。このような回答は誠に遺憾なも

のと言わざるを得ません。

私たち調査団は、貴所が万が一、今後就労指導違反のみを理由とする生活

保護停止・廃止処分を行う事態に至った場合、自殺という最悪の自体を避け

るためにも、保護利用者が不服申立の制度を理解するとともに、直面する困

難に対処するために適切な相談・支援機関につながるよう、最低限の情報提

供が必要と考えます。

そのような考えから、当調査団において、不服申立制度の説明や、支援・

相談機関について記載した文書を作成致しました（別添文書）。

貴所におかれては、万が一就労指導違反を理由とする生活保護停止・廃止

処分を行う場合には、せめて、決定書に併せて、本書別紙添付の文書を交付

していただくことを要請します。

以上の要請２点につき、改めて懇談の機会をつくっていただきたく要請いたし

ます。

すでに日程のご連絡（６月２６日１４時から１６時まで）を上條市議よりして

いただいております。

お忙しいなか恐れ入りますが、ご対応いただけますようお願いいたします。

草 々
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生活保護を停止・廃止された皆様へ

立川市生活保護廃止自殺事件調査団

就労指導に従わないことを理由に、生活保護の支給を止められた（停止処分）、

あるいは打ち切られた（廃止処分）場合であっても、支援・相談機関を利用する

ことや、再申請をするなど、再び生活保護の制度につながる手段があります。決

して絶望して自ら命を絶ったりすることのないように、必ず支援・相談機関や福

祉事務所に相談をして下さい。

１ 不服申立ての手段

生活保護を停止・廃止された場合は、そのことを知った日の翌日から３か月以

内であれば東京都知事宛に審査請求をすることができます。また、同じく停止・

廃止処分を知った日から６か月以内に東京地方裁判所に取消訴訟を起こすことが

できます。

２ 支援・相談機関

① ＮＰＯ法人さんきゅうハウス

【連絡先】０４２－５１２－７５４１

② 立川生活と健康を守る会

【連絡先】０９０－２３０７－２２７８（事務局長：早川輝携帯電話）

③ 東京三弁護士会多摩支部生活保護専門相談

【連絡先】０４２－６４５－４５４０

３ 生活保護の再申請について

生活保護を廃止された場合であっても、改めて生活保護を申請することが可能

です。就労が実現しないなど、生活が成り立つ目途が立たない場合は、福祉事務

所への再申請を検討して下さい。

以上
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明日からの運動に役立つ企画がいっぱーい。
職場・地域から誘い合って参加しましょう！

「窒息死に向かう日本経済
　　～政策がもたらす呼吸困難～」

浜 矩子氏（同志社大学大学院教授）

会場 ： ホテルピアザびわ湖　６F宴会場
夕食交流会

※１日目終了後、夕食を兼ねた交流会。
　事前申込みと別途参加費（¥5,000）が必要。

18：30～20：00

武内 一氏 (佛教大学教授）

みんなで
来てね！

1日目1日目 13:30～17:00
（開場 12:30～）

9月6日（木）

※案内別途
フィールドワーク地元オプション企画

3日目3日目 9月8日（土）

「憲法改悪許すな
　9条、25条いかす政治を
　　　～スウェーデンから学ぶ～」

● 学習講演① 13:45～

● 学習講演② 15:20～

写真：（公社）びわこビジターズビューロー

2日目2日目
（開場 9:00～）

9:30～15:009月7日（金）

「地域からの反撃を
　　～すべての地域に社保協を」

「自治体から学ぶ」（予定）

● 12:45～14:45

● 9:30～12:00

シンポジウム
社保協・近畿ブロック企画

「日本一の学校給食はなぜ可能なのか
 ～宝塚市給食から自治体行政を考える～」
「子どもを核にしたまちづくり」

兵庫県宝塚市

兵庫県明石市

中央社会保障推進協議会（中央社保協）
滋賀県社会保障推進協議会
中央社保協近畿ブロック共 催

主 催
Tel.03（5808）5344　Fax.03（5808）5345
Ｅ-mail:K25@shahokyo.jp ※裏面に参加申込書

お申込み
お問い合わせは

中央社保協

ピアザ淡海ホール（滋賀県立県民交流センター）
〒520-0801 滋賀県大津市におの浜1-1-20　TEL 077-527-3315

中央社会保障学校
第　　回46

憲法改悪許すな
国の責任で社会保障制度の
拡充と財源の確保を！

2018年9月6日（木）～8日（土）
お　 うみ
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申込先
FAX

中央社保協
03-5808-5345

●「宿泊」は、各自または各団体で確保をお願いします。必要な方には、現地「旅行社」を紹介し、ホテルを斡旋します。（申込書別途）
●「参加費」は、事前振込です。現金支払いではなく「振込」のみですので、ご協力下さい。振込手数料はご負担願います。
●「振込票」を事務局までFAX願います。また念のため当日持参願います。
●参加費入金と申込み内容の変更やキャンセルは、8月27日（月）までに連絡下さい。キャンセルによる返金
　は、送金手数料をご負担願います。前日・当日のキャンセルは、返金できません。あらかじめ、ご了承下さい。

第４6回　中央社会保障学校  参加申込書

（TEL 03-5808-5344）

締  切  日

8月23日（木）
① 中央労働金庫　荒川支店　普通 ：132651　
　 名義／中央社会保障推進協議会事務局長 山口一秀

② 郵便振替 ： 00180 - 3 - 155551  名義／同上  
※通信欄に「社保学校参加費」と明記してください。

※申込者名をご記入ください。※入金確認の都合上、
　8月27日（月）までに
　お願いします。

【振込先口座】

フリガナ 所属 (施設・団体名)

通信欄

都道府県名

申込み
代表者名

連絡先

所属先自宅

区分 新規 追加 訂正 取消 申込日 2018年　　　　　月　　　　日

@

(　　　　　　　)　　　　　　　　　－
(　　　　　　　)　　　　　　　　　－

※個人参加の方、及び同一施設等から複数で参加の場合は「代表者」を決め、下記「空白」項目について記入して下さい。
「連絡先」欄は必須項目です。記載情報は、中央社保学校以外の目的には利用致しません。代表（兼 連絡先）登録

参加者氏名

例

１

２

３

４

フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ

年齢

歳

歳

歳

歳

歳

性別

女男

女男

女男

女男

女男

今回で

今回で

今回で

今回で

今回で

回目

回目

回目

回目

回目

2日目／シンポジウム＆講演１日目
資料代 夕食交流 資料代 弁当

計

合計金額

¥2,000 ¥5,000 ¥2,000 ¥1,000

参加する項目、及び昼食弁当「注文」には◯印を記入してください。参加者名簿

▶お願い「年齢性別」「参加回数」欄は、統計データとして今後の参考にします。◯歳代など、差支えのない範囲でご記入下さい。

TEL:
FAX:
Email:

中央社保
学校の
参加回数

近隣からの所要時間

○東京方面から　東海道新幹線 京都駅経由 東海道本線大津駅へ

○大津駅北口改札（びわこ口）から送迎バスあり
　200円（現地支払）、11：30～13：30

○大津駅から
JR大津駅から京阪・近江バス
「草津駅西口行」または「石山駅行」
「大津署前」下車　約10分
JR大津駅からタクシー約5分

○JR膳所駅から
徒歩約12分
○京阪電車石場駅から
徒歩約5分
○名神大津インターから
約7分

○神戸　大阪方面から　東海道本線（新快速）で大津駅へ
○金沢方面から　北陸本線・湖西線（特急）で大津駅へ

電車の場合

ピアザ淡海ホールへのアクセス
お　うみ

2018.5. 0000

社保 太郎
30

10,000円
シャホ　タロウ

送迎バス（6日のみ）

国道1号線

本宮２丁目南

京
阪
電
車
京
津
線

京阪
石山坂本線

びわ湖
浜大津 島ノ関

京阪膳所
石場

JR大
津

JR膳所
JR琵

琶湖線

名神高速道路大津ＩＣ 至彦根

至京都

ピアザ淡海
滋賀県立県民交流センター

Ｐ

琵琶湖

大津市民会館

県庁

西武びわ湖ホール

NHK
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- 1 - 

第 46 回中央社会保障学校 

宿泊申込書  
 

 
■ホテル名：ホテルピアザびわ湖    (今回の大会会場内） 
      〒520-0801 滋賀県大津市におの浜 1-1-20（ピアザ淡海内） 
      TEL：077-527-6333 
 
■申込者情報 

 ﾌﾘｶﾞﾅ    （           ） 
申込者代表者氏名             男・女 
  

TEL □自宅□勤務先□携帯 
   -   -     
 
をご希望の方は、ご記入下さい。 
 
FAX □自宅 □勤務先 
     -     -     
 
E-mail 
         @            
 

所属先名 
 
 
所属先住所 
〒  －    
 
 
 

 
■宿泊お申込書 
 

ﾌﾘｶﾞﾅ  
性

別 

 
同室者名 

 

ご希望宿泊日にﾁｪｯｸ  
 
 

 
部屋タイプ 
 

宿泊者氏名 
 

09/05 
(水) 

09/06 
(木) 

09/07 
(金) 

 男 
 
女 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ｼﾝｸﾞﾙ 
ﾂｲﾝ 
和室(4 名利用） 

 
 
 男 

 
女 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ｼﾝｸﾞﾙ 
ﾂｲﾝ 
和室(4 名利用 

 
 
 男 

 
女 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ｼﾝｸﾞﾙ 
ﾂｲﾝ 
和室(4 名利用） 

 
 
 男 

 
女 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ｼﾝｸﾞﾙ 
ﾂｲﾝ 
和室(4 名利用） 

 
 

 
■宿泊料金：シングル 9,300 円 /1 名様朝食付き税サ込み 
       ツイン  9,300 円 /1 名様朝食付き税サ込み 
       和室   7,600 円 /1 名様朝食付き税サ込み・４名利用に限る。 
■上記にご記入の上ファックス又はメールにて送付下さい。 
■予約確定とご宿泊代金のお支払い方法 
 弊社宛に銀行振込でお願いします。 
 お申込後予約確定次第に予約確認証とご請求書をﾌｧｯｸｽ又はﾒｰﾙにてお送りしますので、所定の期日まで 
にお振り込み下さい。 
■宿泊代金の 5％＋消費税を取扱手数料として申し受けます。 
■宿泊申込み締め切りは 7 月 31 日ですが、ホテルが満室となり次第に、受付を終了させて頂きますので、 
あらかじめご了承下さい。    
■請求書のご希望送付方法（○で囲んで下さい）  ファックス 又は メール 
 ■お問い合わせ・申込先 
有限会社 エム・ツーリスト／第４６回中央社会保障学校 宿泊受付係宛 
〒616-8247 京都市右京区鳴滝本町 68-2 TEL075-465-5600 FAX075-465-5180 
                         
emu-trst@maia.eonet.ne.jp 
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中央社保学校 企画 

 

 

 

＊＊＊＊＊ ぐるっとびわ湖島めぐり ＊＊＊＊＊ 
びわ湖にある島に上陸し、びわ湖の水文化や歴史・暮らしを感じていただきます。 

昼食弁当には、びわ湖唯一の有人島「沖島」の地産弁当をご用意。島で獲れた野菜 

や湖魚などを取入れたここでしか味わえない弁当です。また、船内では添乗 

ガイドによる観光案内や「ヨシ笛」の演奏などのアトラクションに、 

白鬚神社の湖上参拝も。びわ湖がさらに好きになる、びわ湖満喫コースです。 

※当日の天候状況により中止する場合がります。予めご了承ください。 

大津港発着コース 

◆参加代金  御一人様  ８，７００円（乗船料+弁当代+入島料込） 

募集人数７０名様（最少催行人員・４５名様） 

 

行  程 

大津港集合===大津港出発===沖島上陸===沖島出発===多景島(船窓見学)===竹生島上陸===竹生島出発 

8:45    9:00   10:15   10:45     11:20     12:00   12:40 

===沖の白石(船窓見学)===白髪神社(船窓見学)===大津港着 

    13:20       13:50    15:00 頃 

 

 

 

 

 

 

 

                                            乗船する船 

 

 

≪お申込み書≫ 
下記内容に必要事項をご記入いただき、ＦＡＸにてお申込みください

（ＦＡＸ ０７５－４６５－５１８０） 
 

 

フリガナ 

参加者名                    年齢     性別      

御住所  〒  －                                

                                           

電話番号      （      ）           ※出来れば携帯 

ＦＡＸ番号      （      ）            

メールアドレス                                  

≪ご旅行ご案内≫ 
この旅行は中央社保学校により企画され、旅
行会社に委託する「受注型企画旅行」となり
ます 
●左記申込書に必要事項をご記入いただ
き、ＦＡＸにてお申込みください。 
予約回答および請求書をお送りします。所定
の月日までにお振込みいただいた時点で申
込みの成立となります。 
●取消料について/旅行契約成立後、お客
様のご都合により取消される場合は、下記の
取消料をいただきます。 
ご旅行開始日の７日前～３日前 代金の３０％ 
ご旅行開始日の前日        代金の５０％ 
ご旅行開始日の当日       代金の１００％ 

ご旅行・行程内容および申込み方法等につきましてのご質問は、下記までお願いします。 
（有）エム・ツーリスト  ☎ ０７５（４６５）５６００ emu-trst@maia.eonet.ne.jp 担当 村上  
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中央社保協ニュース 

  １７-１5 号 発行・201８年6 月 13 日 中央社会保障推進協議会 

 

 

 

６月８日、第４６回中央社保学校成功へ滋賀県社保協田村事務局長と共に滋賀県加

盟団体訪問、会場、旅行者との打ち合わせを行いました。翌日は「ぐるっとびわ湖め

ぐり」のメイン会場「竹生島」をめぐりました。   

 

 

朝１０時に大津駅に集合、全滋賀教職員組合から滋賀県商連、滋賀県労連、滋賀自

治労連、滋賀県保険医協会、滋賀県職員組合、新日本婦人の会滋賀県本部、ぜぜ健康

友の会、しが健康友の会、滋賀県医労連、滋賀民医連、滋賀県母親大会連絡会、きょ

うされん滋賀支部の１５団体を訪問・懇談し、社保学校成功への訴えを行いました。

訪問先では「日野町の優れた住民の立場にたった町政の紹介を」（滋賀自治労連）、「ち

らしを追加して欲しい」（ぜぜ健康友の会）、「研修と位置付けて職員の参加を組織す

る」（滋賀民医連）「『ぐるっとびわ湖めぐり』は魅力。この企画だけ参加でもいい？」

（新婦人）、「学習講演の武内一氏は滋賀県医大の卒業生、

民医連の耳原総合病院小児科医師経験者であることも

紹介して欲しい。医学生も誘いたい」（保険医協会・民

医連）など成功へ向けた積極的な意見が出されました。

滋賀県名産料理（鮒ずし・近江牛・川魚など）も美味で、

宿泊ホテルの窓からは琵琶湖を一望できる快適なとこ

ろです。 

魅力いっぱいの「ぐるっとびわ湖島めぐり」 

「ぐるっとびわ湖島めぐり」のメインの竹生島は、パワースポットとして知られる

島です。島内には様々ないわれやしかけが至る所にあり楽しませてくれます。船を降

りるといきなり現れるのが１６５段の「祈りの石

段」、急な石段に圧倒されながら、登りきると「日

本三弁才天」（江の島・宮島と並ぶ）のひとつ大弁

才天が現れます。そして圧巻は国宝の「唐門」、秀

吉が建てた大阪城極楽橋の一部で、現存唯一の大

阪城遺構として注目されています。また、重要文
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化財の「舟廊下」は、秀吉の御座船「日本丸」の骨組みを利用し、急斜面にかけられ

たためその足元は、高い舞台構造となっておりこれも見ごたえがあります。竜神拝所

「かわらけなげ」や弁天様の「幸せ願いダルマ」などの願いかけも楽しめます。ぐる

っと一周では大津港から「沖島」上陸、そして「竹生島」へ上陸し、多景島、沖の白

石、白髪神社を船窓から見学する心地良い船の旅です。 

 

社保学校 2日目企画「自治体から学ぶ」へ 

 
 

自校方式の無償給食実施や住民本位の街づくり施策を語ってもらいます。高齢者の

ための街づくりでは、東京都日の出町の施策を現地からの報告をいただきます。 

日野町は、昭和 30 年に 1 町 6 村が合併し現在の町となりました。め

まぐるしい自治体再編成のなか、日野町が日野町として新たな歩みを

続けることができることはすばらしいことです。地方自治をめぐる状

況は財政問題をはじめとして決して容易なものではありませんが“ひ

びきあい「日野のたから」を未来につなぐ自治の力で輝くまち”を日

野町の将来象と定め、顔の見える関係を大切にして、着実にまちづく

りに取り組んでいます。 

[日野町ホームページ「ようこそ町長室へ」から] 

 

＜当面の日程＞ 

 ６月  １３日（水） １０・２５行動（仮）実行委員会 

     １４日（木） 社会保障拡充・「４」の日宣伝行動 

            年金院内集会 

     １５日（金） 社会保障誌編集委員会 

            東退連 春の学習会 

            北海道・東北ブロック会議 

     １８日（月） 中国ブロック会議 

     １９日（火） 四国ブロック会議 

     ２０日（水） 地域医療運動全国交流集会 

     ２２日（金） 北信越ブロック会議 

     ２３日（土） 神奈川県社保協総会 

     ２６日（火） いのち守る国民集会実行委員会 

     ２９日（水） 第１１回代表委員会 

   ７月 ４日（水） 第６２回中央社保協総会 
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内閣総理大臣 安倍 晋三殿

東 京 都 知 事 小池百合子殿

都市計画道路の抜本的見直しを求める署名

(取扱団体)

東京都特定整備路線連絡会 （代表者）柴田 裕

東京都豊島区池袋本町 3-22-20 090-6482-5064
都市計画道路問題連絡会（世話人）長谷川茂雄

東京都杉並区松庵 1-4-5 090-5672-3991

いま、世界では地球環境保全・持続可能な社会の実現をめざしたとりくみが精力的にと

りくまれています。一方、東京都においてはこれと逆行する東京大改造計画が推進され、

その基盤整備のいっかんとして都市計画道路の建設が遮二無二にすすめられており、沿線

各地で住民追いだし、住環境破壊、商店街分断などの深刻な被害がもたらされています。

一方、全国の自治体では、国が２０００年に発表した「都市計画運用指針」にもとづく

都市計画道路の見直しがとりくまれ、着工済みの路線を廃止した名古屋市をはじめ、すで

に２３５６路線、２６４５ｋｍの道路が廃止（２０１６年３月末）されるに至っています。

にもかかわらず、東京都は計画の見直しに背をむけ、廃止路線はわずか２路線にとどめ

られています。また、小池百合子都知事は都市計画道路について「大胆に見直しをすすめ

ていきたい」（２０１６年の都知事選挙での市民団体の公開質問状への回答）と表明したに

もかかわらず、その約束は反故にされ、逆に道路建設が加速させられているのが現状です。

こうしたもとで、国は「骨太方針 2017」で「都市計画道路の見直しを加速する」ことを

うちだし、国土交通省も「都市計画道路の見直しの手引き」を発表、さらなる見直しをす

すめています。

現在、東京都では鉄道、地下鉄、バス路線などの公共交通機関が重層的に整備され、道

路も網の目のように整備されているなど、不要不急の道路の建設の必要は見当たりません。

また、都市計画道路のおおくが戦後直後に計画されたもので４分の３世紀を経た今日、建

設に合理性は認められず、くわえて、整備理由としている延焼遮断効果も科学的根拠に乏

しく、かつ、莫大な税金が費消されるもので、抜本的な見直しは当然です。

（要 請 事 項）

１．東京都は都市計画道路の抜本的見直しをおこなうこと

２．国は不要不急、住民合意のない都市計画道路の事業認可を白紙にもどし、見直

しを推進すること。

氏 名 住 所

＊この署名は目的以外には使用しません

33


	常幹資料集表紙①
	バインダ1
	①180606　第9回運営委員会報告
	②第9期第5回事務局報告2018.6.22
	③介護学習会チラシ7.29
	④20180623連絡会第11回総会議案
	⑤20180729バスツアーのチラシ（改訂版）
	⑥立川市　2回目申入書
	⑦生活保護を停止・廃止された皆様へ
	⑧愛知の子どもの国保料(税)軽減策
	⑨2018年度と2017年度比較
	⑩2018年度と2017年度比較法定2割軽減
	⑪2018年度東京子どもの国保料(税)
	⑫中央社保学校申込書
	⑬中央社会保障学校　宿泊申込書　２
	⑭第46回中央社保学校　9月8日オプション案内チラシ③
	⑮180613　社保協ニュース　17-15「社保学校ニュース①」
	⑯滞納処分対策全国会議埼玉シンポのチラシ
	⑰都市計画道路の見直しをもとめる用紙version6




